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巻頭言

看護研究交流センターは、大学と地域の交流の場として新潟県立看護大学に併設していま

す。大学における教育や研究の充実を図ること、それ自体が長期的観点からの大学の社会貢

献であるという考え方があります。近年では、より直接的な貢献も求められるようになって

おり、こうした社会貢献の役割を、いわば大学の「第三の使命」としてとらえていくべき時

代になっているものと考えます。看護研究交流センターは、この第三の使命を実現するため

の拠点となる施設です。本学の教育・研究の成果を地域へ還元することを目的とし、地域と

大学が共に成長していくための橋渡しを担っています。

看護研究交流センターでは、平成 30年度も 5つの部門を置いて活動してきました。すなわ

ち、先駆的学習支援部門、地域社会貢献部門、看護職学習支援部門、地域課題研究開発部門、

特別研究部門の部門を中心に、本学の建学の精神である「ゆうゆう・くらしづくり」に基づ

き、それぞれの部門の活動を展開してきました。先駆的学習支援部門では「医療者のアタマ

の中で進めていること～臨床推論～」をテーマとした市民公開講座を開催しました。また、

上越教育大学と連携した「長寿の秘訣！これならできるこころの養生法」についての公開講

座を開催しました。地域社会貢献部門は、地域の医療者・大学と地域住民の交流会である「い

きいきサロン」を今年度は 6 回開催しました。看護職学習支援部門は、県内の看護職・介護

職者の学びの機会として、どこでもカレッジ公開講座を中心に活動してきました。地域課題

研究開発部門は地域の保健・医療・福祉に携わる看護職者と大学教員との共同研究である地

域課題研究を行い、発表会を開催しました。また、上越地域の看護研究の発表の場である上

越地域看護研究発表会を同日に実施しました。特別研究部門は、地域における課題解決に向

けた研究に取り組み、看護職の UIターンに関するニーズ調査を中心に活動してきました。こ

れらの活動内容については各部門の報告内容をお読みいただければと思います。さらに、平

成 26年度から始まり、大学から地域へ出向く「出前講座」は、本学教員の専門的知見や研究

成果等を地域へ還元する地域貢献活動の一環として行う事業です。地域の皆様の生涯学習の

機会としてお役立ていただけるよう、医療・福祉・健康等に関する様々なテーマを用意し、

平成 30年度も多くの依頼があり実施できました。

このように、センターとして様々な活動ができましたことで、地域の皆様との絆がより深

まってきたと思われます。日頃のご支援に深く感謝しております。これからも地域の皆様か

らのご要望をもとに、看護研究交流センターの機能の充実を図り、5 つの部門を柱として活

動していきたいと思います。今後もご支援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

平成 31年 3月

新潟県立看護大学

看護研究交流センター長

水口陽子
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Ⅰ．事業実施報告 



事 業 概 要

 
新潟県立看護大学では、大学と地域の交流の場として「看護研究交流センター」を平成 14

年 4 月に開設しました。 
大学の建学の精神である「ゆうゆう・くらしづくり」に基づき、大学の教育・研究の成果を

地域へ提供し、活動を通じて地域と大学が共に成長していくための橋渡しを担っています。 
地域の皆様からの要望をもとに、5 つの部門の活動を柱にして、大学の教職員が情報を発

信しています。 
 
Ⅰ 目的 

看護研究交流センターは、看護科学における教育と研究の成果を地域に還元し、県民及び

保健医療福祉関係者に対する学術支援ならびに生涯学習・研修支援活動を通して、県内の保

健・医療・福祉の向上に貢献することを目的としています。 
 
Ⅱ 各部門の主な活動内容 
1．先駆的学習支援部門【市民公開講座】【看護大・上教大連携公開講座】 

医療分野の著名な知識人や、先駆的な取り組みを行っている実践者を招いた市民公開講 
座を開催している。また、上越教育大学との連携事業を担っている。 

2．地域社会貢献部門【いきいきサロン】 
地域の医療者・大学と地域住民の交流会であるいきいきサロンを開催し、地域住民への 

学習の機会を提供している。 
3．看護職学習支援部門【どこでもカレッジ公開講座】【バーチャルカレッジ】 

現職の看護師や潜在看護師のリカレント教育を推進する事業「どこでもカレッジプロジ 
ェクト」を主体に、県内の看護職及び介護職者への学び直しの機会を提供している。 

4．地域課題研究開発部門 
【地域課題研究公募】【地域課題研究発表会】【上越地域看護研究発表会】 

県内の保健・医療・福祉に携わる看護職を対象に本学教員と共同で行う研究を公募し、

その成果報告会となる地域課題研究発表会や、上越地域の看護研究の発表の場である上越

地域看護研究発表会の開催(上越地域振興局健康福祉環境部と共催)を担っている。 
5．特別研究部門 

地域の課題を関係者と協働して政策的にまとめ、新潟県内の各地域が「健康・福祉のま 
ち」として充実していくための事業を展開する。 

行政や地域の関係諸機関と連携して、新潟県内における地域課題に対応した研究のテー 
マを検討している。 

 
Ⅲ 事務局 

【出前講座】 
本学教員の研究成果を地域へ還元する地域貢献活動の一環として実施している。 

【茶話会】 
卒業生支援事業の一環として、卒後 1、2 年の卒業生を対象に開催している。 
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Ⅳ 平成 30 年度 看護研究交流センター構成員 
区 分 氏 名 職 名 

 センター長 水 口 陽 子 基礎看護学教授 

先駆的学習支援部門 

部門長 平 澤 則 子 地域看護学教授 

 原 等 子 老年看護学准教授 

 田 口 玲 子 精神看護学准教授 

 大 口 洋 子 老年看護学助教 

 山 岸 美 奈 子 基礎看護学助教 

 大 倉 由 貴 老年看護学助教 

地域社会貢献部門 

部門長 高 林 知 佳 子 地域看護学准教授 

 川 野 英 子 地域看護学准教授 

 川 島 良 子 基礎看護学助教 

 天 谷 ま り 子 母性看護学助教 

 安 達 寛 人 精神看護学助教 

 伊 藤 ひ か る 精神看護学助手 

 久 保 野 裕 子 地域看護学助手 

 坂 田 智 佳 子 成人看護学助手 

 室 亜 衣 小児看護学助手 

 相 澤 達 也 成人看護学助手 

 上 田 恵 母性看護学助手 

看護職学習支援部門 

部門長 岡 村 典 子 基礎看護学准教授 

 小 池 潤 老年看護学准教授 

 小 林 綾 子 成人看護学講師 

 髙 塚 麻 由 助産学助教 

 谷 内 田 潤 子 基礎看護学助教 

 野 澤 祥 子 小児看護学助教 

 大 倉 由 貴 老年看護学助教 

 東 條 紀 子 老年看護学助教 

 相 澤 達 也 成人看護学助手 
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区 分 氏 名 職 名 

地域課題研究開発部門 

部門長 飯 吉 令 枝 地域看護学准教授 

 石 田 和 子 成人看護学教授 

 河 原 畑 尚 美 老年看護学准教授 

 西 田 絵 美 母性看護学准教授 

 北 村 千 章 小児看護学講師 

 安 達 寛 人 精神看護学助教 

特別研究部門 

部門長 水 口 陽 子 基礎看護学教授 

 岩 永 喜 久 子 看護管理学教授 

 酒 井 禎 子 成人看護学准教授 

 藤 田 尚 社会科学准教授 

 樺 澤 三 奈 子 成人看護学准教授 

 水 沢 泰 正 事務局長 
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事 業 費 
平成 30 年度予算配分額 4,826 千円 

Ⅰ 各部門配分額 （単位：千円） 

先駆的学習支援部門 269 

 

地域社会貢献部門 186 

 

看護職学習支援部門 1,251 

 

地域課題研究開発部門 180 

 

特別研究部門 489 

Ⅱ 地域課題研究 （１．～７．研究代表者）  

１．松矢 春奈 （新潟労災病院） 100 

 

２．結城 真 (長岡赤十字病院) 72 

 

３．小山 洋恵 （新潟県立中央病院） 100 

 

４．髙橋 未来 （木戸病院） 100 

 

５．松枝 杏奈 （上越総合病院） 100 

 

６．細道 奈穂子 （新潟市医師会 在宅医療推進室） 100 

 

７．その他 １件（30 年 7 月辞退） 95 

Ⅲ その他 

事務局管理費 1,784 

 

合計 4,826 
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平成30年度　看護研究交流センター公開講座参加者数

日時 講座名 参加者数

5月17日(木)
18:30～19:30
5月19日(土)

13:00～16:00
6月9日(土)

13:00～16:00
6月21日(木)

18:30～19:30
6月23日(土)

13:00～16:00
7月8日(日)

13:30～15:30
7月19日(木)

18:30～19:30
7月28日(土)

13:30～15:00
9月8日(火)

10:00～16:00
9月15日(土)

13:30～15:00
9月18日(火)

10:00～15:45
9月20日(木)

18:30～19:30
9月29日(土)

10:00～12:00
9月29日(土)

14:10～16:00
10月5日(金)

18:00～19:30
10月6日(土)
10月7日(日)

10:00～16:00
10月13日(土)
13:30～15:30
10月18日(木)
18:30～19:30
10月20日(土)
13:00～15:00
11月15日(木)
18:30～19:30
11月24日(土)
13:00～16:00

いきいきサロン (6回) 723
どこでもカレッジ公開講座 (11回) 372
市民公開講座 (1回) 156
看護大・上教大連携公開講座 (1回) 139
研究発表会 (2回) 138

合計 (21回) 1,528

10

31

いきいきサロン

どこでもカレッジ

急がば回れの健康体操

予防可能な認知症は予防しよう～今からでも間に合う予防活動～

21

7 いきいきサロン

いきいきサロン

看護大・上教大
連携公開講座

18

いきいきサロン

どこでもカレッジ

どこでもカレッジ

どこでもカレッジ

いきいきサロン

どこでもカレッジ

8 どこでもカレッジ

19

研究発表会

どこでもカレッジ

市民公開講座

1

15

20

17

14

13

16

6

11

12

3

2

5

10

9

4

テーマ

患者の安全を高めるTeamSTEPPS(基礎編・充実編)

39

50

44

42

『ストレス』と上手に付き合うには

感染対策の基本～適切な実践のために～

医療者のアタマの中で進めていること～臨床推論～

108

110

11

137

46

さあはじめよう看護研究～研究計画書の書き方まで～

125

呼吸のフィジカルアセスメント

文献検索の基本～看護研究の論文を探す・入手する～

低栄養を学ぼう～これから始める予防法～

長寿の秘訣！これならできるこころの養生法

看護研究のための統計処理 (統計ソフトSPSS・エクセルの紹介)

現場で活かす看護倫理

高齢者のスキンケア～オムツ環境とスキンテアの対策～

わかりやすいプレゼンテーションのやりかた

手塩にかける教育-人材育成につなぐOJTとリフレクションのコツ-

29

どこでもカレッジ

生活習慣病について

169

どこでもカレッジ 4

いきいきサロン

どこでもカレッジ

どこでもカレッジ 看護研究のテーマをみつけよう

74

66

156

81

57

139

平成30年度 第9回 上越地域看護研究発表会

　　　　　　　　　　　(上越地域振興局健康福祉環境部共催)

平成29年度 地域課題研究発表会

「訪問看護」をご存知ですか
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事 業 広 報 活 動 

 
Ⅰ 情報公開 

情報公開についての活動は以下のとおりである。 
1．平成 29 年度看護研究交流センター活動報告書 ：平成 30 年 4 月発行  
2．平成 30 年度看護研究交流センターご案内(リーフレット) ： 3,300 部 
3．平成 30 年度看護研究交流センター出前講座(パンフレット)： 1,400 部 
4．看護研究交流センター ホームページ 
5．いきいき県民カレッジ：平成 26 年度より看護研究交流センターの公開講座を登録 

(※どこでもカレッジ公開講座を除く)  
Ⅱ 広報活動  

広報誌、新聞、ラジオ等における広報目的の掲載は以下のとおりである。 
1．先駆的学習支援部門(23 回) 

講座名 記事掲載・放送 

『看護大・上教大連携公開講座』 
長寿の秘訣！ 
これならできるこころの養生法 

広報上越(5/15)、上越タイムス(5/22)(7/7) 、
新潟日報(6/24)、いといがわおしらせばん

(6/25) 、上越 NIC おはよう通信(6/26)、上越

よみうり(7/2)(7/6)、有線放送、ラ・ラ・ネッ

ト、がんぎネット 

『市民公開講座』 
医療者のアタマの中で進めていること 
～臨床推論～ 

新潟県立看護大学後援会だより vol.29(8月)、
広報上越 (8/1)、いといがわおしらせばん

(8/25) 、上越 ASA ニュース(8/30)、上越タイ

ムス(9/4) (10/4)、新潟日報(9/9)、上越よみう

り(9/17)、上越 NIC おはよう通信(9/26)、有

線放送、ラ・ラ・ネット、がんぎネット 
2．地域社会貢献部門『いきいきサロン』(72 回) 

講座名 記事掲載・放送 

【第 1 回】 
予防可能な認知症は予防しよう 
～今からでも間に合う予防活動～ 

上越タイムス (4/10)(5/16)、上越よみうり

(4/24)(4/26) 、いといがわおしらせばん

(4/25)、広報上越(5/1)、上越 ASA ニュース

(5/11)、上越 NIC おはよう通信(5/15)、有線

放送、ラ・ラ・ネット、がんぎネット 

【第 2 回】 
急がば回れの健康体操 

いといがわおしらせばん(5/25)、上越よみう

り(5/30)(6/2)(6/3)(6/5)(6/15)、広報上越(6/1)、 
上越タイムス(6/5)、joetsu assh(6/14)、上越

ASA ニュース(6/14)、有線放送、ラ・ラ・ネ

ット、がんぎネット 

【第 3 回】 
「訪問看護」をご存知ですか 

上越タイムス(6/26)(7/18)、広報上越(7/1)、上
越 ASA ニュース(7/12)、有線放送、ラ・ラ・

ネット、がんぎネット 
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講座名 記事掲載・放送 

【第 4 回】 
低栄養を学ぼう 
～これから始める予防法～ 

新潟県立看護大学ニュースポルティコの広

場 vol.33(7 月)、新潟県立看護大学後援会だ

より vol.29(8 月)、いといがわおしらせばん

(8/25)、上越タイムス(8/28) (9/19)、広報上越

(9/1)、上越 ASA ニュース(9/13)、上越よみう

り(9/6) (9/12) (9/14)(9/15) 、上越 NIC おは

よう通信(9/19)、有線放送、ラ・ラ・ネット、

がんぎネット 

【第 5 回】 
生活習慣病について 

新潟県立看護大学ニュースポルティコの広

場 vol.33(7 月)、新潟県立看護大学後援会だ

より vol.29(8 月)、上越タイムス(9/25) 、広

報上越(10/1)、上越 ASA ニュース(10/11)、上
越よみうり(10/1) (10/3) (10/6) (10/12)、有線

放送、ラ・ラ・ネット、がんぎネット 

【第 6 回】 
『ストレス』と上手に付き合うには 

新潟県立看護大学ニュースポルティコの広

場 vol.33(7 月)、新潟県立看護大学後援会だ

より vol.29(8 月)、いといがわおしらせばん

(10/25)、joetsu assh(10/27) 、上越 ASA ニ

ュース(11/6)、上越タイムス(10/30) (11/14)、
上越よみうり (11/11) (11/13)、広報上越

(11/1)、新潟日報(10/31)、有線放送、ラ・ラ・

ネット、がんぎネット 
3．看護職学習支援部門『どこでもカレッジ公開講座』(12 回) 

講座名 記事掲載・放送 
看護研究のテーマをみつけよう 上越タイムス(4/3 同時) 
文献検索の基本 
～看護研究の論文を探す・入手する～ 

上越タイムス(5/15) 

さあはじめよう看護研究 
～研究計画書の書き方まで～ 

上越タイムス(4/3 同時)、新潟日報(5/27) 

看護研究のための統計処理 
(統計専門ソフト SPSS・エクセルの紹介) 

上越タイムス(7/17) 

わかりやすいプレゼンテーションのやりかた 上越タイムス(7/31) 
手塩にかける教育－人材育成につなぐ OJT
とリフレクションのコツ－ 

新潟日報(8/12) 、上越タイムス(7/24) 

高齢者のスキンケア～オムツ環境とスキンテ

アの対策～ 
上越タイムス(9/11) 

呼吸のフィジカルアセスメント 上越タイムス(10/23) 
看護職員再就職支援セミナー 新潟日報(7/1)、広報上越(7/15)、 
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4．地域課題研究開発部門(0 回) 
発表会名 記事掲載・放送 

平成 30 年度上越地域看護研究発表会 及び 
平成 29 年度地域課題研究発表会  

5．事務局(3 回) 
講座名 記事掲載・放送 

出前講座 
上越タイムス(2/26・3/20)、上越 ASA ニュー

ス(3/1)  
 
Ⅲ 記事掲載・放送 

新聞、放送等における取材は以下のとおりである。 
1．先駆的学習支援部門(1 回) 

講座名 記事掲載・放送 
『看護大・上教大連携公開講座』 

長寿の秘訣！ 
これならできるこころの養生法 

上越タイムス(7/11) 

2．地域社会貢献部門『いきいきサロン』(2 回) 
講座名 記事掲載・放送 

【第 1～6 回】 
新潟県立看護大学ニュースポルティコの広

場 vol.34(1 月) 
【第 1 回】 

予防可能な認知症は予防しよう 
～今からでも間に合う予防活動～ 

上越タイムス(5/19) 

3．事務局(1 回) 
講座名 記事掲載・放送 

出前講座 上越タイムス(7/17) 
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先駆的学習支援部門 
 

平澤則子、原等子、田口玲子、大口洋子、山岸美奈子、大倉由貴 
 

先駆的学習支援部門は、看護・医療・福祉分野の研究や実践に関する新しい知見やトピ

ックスについて著名な学識者を招く公開講座と、上越教育大学との連携講座を開催し、地

域住民の方々に学習の機会を提供している。  
 
Ⅰ 市民公開講座 
テーマ 医療者のアタマの中で進めていること～臨床推論～ 
日 時 平成 30 年 10 月 5 日(金) 18:00～19:30 
講 師 山内豊明先生（医学博士） 

放送大学大学院 文化科学研究科 生活健康科学 教授 
講師紹介 

医師として臨床経験を経て米国で看護師免許取得。帰国後、日本の看護師・保健師免許

取得。フィジカルアセスメントの第一人者であり、その著書やセミナーにおけるわかりや

すい解説が多くの学生や教員の支持を得ている。 
講師経歴 

1985 年新潟大学医学部医学科卒業。1991 年同大学博士課程修了、医学博士。内科医・

神経内科医として通算 8 年間の臨床経験の後、カリフォルニア大学医学部勤務。1996 年

ペース大学看護学部卒業、米国・登録看護師免許取得。1997 年同大学院看護学修士課程

修了、米国・診療看護師（ナース・プラクティショナー）免許取得。1998 年ケース・ウ

ェスタン・リザーブ大学看護学部大学院博士課程修了、看護学博士。同年に帰国し、

1999 年看護師、保健師免許取得。2002 年名古屋大学大学院医学系研究科基礎・臨床看

護学講座教授。2018 年 4 月より現職。  
講義内容  

体調を崩した場合、病院では「〇〇病」というような診断名が付けられる。しかし診断名を

確定する前に、まずは何が起こっているのかについての推理・推論をしている。この臨床推論

とは、元々は医師が診断や治療を決定するための思考プロセスのことをいう。看護師は医

師のように診断や治療を決定する立場ではないが、患者の症状などから状態を把握するた

めに、看護師にも必要な考え方といわれている。

臨床推論にはさまざまな進め方があり、パターン認識、仮説演繹法、診断基準／アルゴ

リズム、徹底的検討法などを、ケースによって使い分けていく。看護師が行うのは、患者

の状態を的確に把握して、よりよいケアを提供するためであり、臨床看護場面では、患者

の緊急度や重症度を判断するためなどに用いられている。
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臨床推論のコツは、看護師が頭の中で判断するための段取りをふまえ、目的・優先度・

情報の共有・柔軟な考え・除外・影響への考慮が重要である。判断していく上で、道具も

大切だが、看護師は道具がなくても判断できるスキルを身につけることでより迅速に次の

行動に移すことができる。最も大事なことは，何をアセスメントしたいのか、目的は何かとい

うことである。目的が決まれば自ずと「そのためにはこのような情報が要る」、「ここまでは要

る」、あるいは「このような情報は要らない」と決まる。

医療ケアとは、生活を支える「生きている」ための機能、「生きていく」ための機能を

判断し、２つの生に関わりを持つことである。フィジカルアセスメントの基本を学ぶとと

もに、さらに「なぜ」「何のために」行っているのか、言葉できちんと説明できるようにな

る必要がある。

参加者の状況 
(1)参加者 166 人（うち学生 90 名）  
(2)アンケート結果による評価  

①アンケートの回収 58 人 (87.9%) 
②講師の話の全体的な感想 

非常に良かった 36 人 (62.1%)   良かった         19 人 (32.8%)  
普通 1 人 (1.7%)    少し難しかった    2 人 (3.4%)  
難しかった        0 人 (0.0%)     無回答 0 人 (0.0%) 

③感想の一部 
・看護職ではなく臨床心理士ですが、普段行っている仕事が理論化され、大変参考になり

ました. 
・とてもわかりやすく、疑問に思っていた事が話題に上がり、スッキリしました。医療側

と患者側のミスマッチな部分がわかりました。医療者への対応の仕方を考えて、正しく

状態を伝えられるよう、言葉を選んで行きたいと思います。 
・ユーモアをまじえてお話し下さり臨床推論の深さを学ぶことができた。直感の素晴らし

さとあやうさ、ものごとには両面あることを考えることができた。母を病院で亡くした

経験があるが、どこかで納得できないところがあった。臨床推論がどのようになされた

のか知りたい。家族にも頭の中を説明してほしかった。責めたいのではなく、知りたい

のです。 
 
Ⅱ 平成 30 年度 看護大・上教大連携公開講座 
テーマ 長寿の秘訣！これならできる心の養生法 
日 時 平成 30 年 7 月 8 日(日) 13:30～15:30 
場 所 新潟県立看護大学第 2 ホール 
講 師 新潟県立看護大学 長谷川雅美副学長 北村千章講師 

上越教育大学 田中圭介講師 宮﨑球一助教 
講座の概要 

両大学の研究者が、「健康長寿を実現するための心の養生法」について解説し、トークセ

ッションが行われた。参加者は、発達障害や子どもの未来につながる生き方、

マインドフルネス、うつ予防などについて、実践可能なヒントを持ち帰ることができた。 
話題提供 
〇宮﨑助教（上越教育大学）：「発達障害を知ろう ～子どもが発達障害だと言われたら？～」 
本講演では、まず自閉スペクトラム症、注意欠如・多動症、学習障害について、各発達障

害の特徴や、診断、服薬等に関する基本的な情報を伝えたい。その上で、発達障害の理解
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と支援に関する考え方を２つ提示する。１つめは、発達的特徴そのものが障害なのではな

く、「発達的特徴と環境との相互作用によって障害は生じる」という考え方である。発達的

な特徴があったとしても、学校や職場等で環境が整えられていれば、子どもは問題なく（楽

しく！）生活できるようになること、我々の社会はこのような視点を取り入れていく必要

がある。２つめは、「ある行動が持続しているならば、その行動をとることでその子は大切

なものを得ている」という心理学的な考え方である。発達障害をもつ子どもの行動が周囲

から問題に見えても、本人にとっては自分を守るための対処となっている可能性がある。  
子どもの行動をこのようにとらえ、無理にやめさせるのではなく、同じ結果を得られる

代わりの行動を探すとよいことを、具体的な事例を交えて説明する。これらの考え方は、

発達障害の有無に関わらず、私たちが社会で他者と一緒に生きていく上で重要である。 
〇北村講師（新潟県立看護大学）：「子どもの未来につながる生き方：丁寧に生きるとは」 

子どもたちの 100 人に約 4 人の割合で生まれつきの病気があると言われている。元気な

子どもが欲しい、それは誰もが望む自然な想いである。しかし近年、いのちの選択を問わ

れる新型出生前検査（NIPT）が導入されたことで、陽性症例の妊娠人工中絶率の高さが課

題となっている。中絶が多いことは確かに問題であるが、その根本にある「産み育てにく

い社会」が課題なのではないか。この世に生まれてくるすべての子どもには、「生きる力」

がある。私たち大人にできることは、子どもの持つたくさんの可能性に気づき、その可能

性を広げること。障がいのある子どもも、親以外の第三者にきちんと生活を支援してもら

えれば「ひとり立ち」ができる。 
子どもたちに伝えていってほしいことがある。それは、人とのつながりを通して人は深

い満足感を抱くこと、人から慕われたり愛されたり尊重されたりする時に幸せだと思える

ということである。幸せとは、物質的豊かさではなく精神的豊かさをもつことだと思う。

大人の行動を見て子どもたちは育つ。丁寧に生きよう。心の中にある優しい気持ちを表現

してみよう。 
〇田中講師（上越教育大学）：「マインドフルネス：今を大切にする心を養う」 

本講座では，マインドフルネスと呼ばれる“今この瞬間に意識を向ける”体験の意義と

その練習方法を解説する。マインドフルネスの訓練は、仏教瞑想を参考に欧米で発展し、

抑うつ感情や不安、ストレスの緩和に効果があることが知られる。また、注意を集中する

ことで脳を活用し、認知機能にも良い影響をもたらすと言われる。これらの効用を通して、

老化防止の効果も期待される。マインドフルネスの最も簡易な練習法として、呼吸の回数

を数える方法が挙げられる。この方法では、自分の呼吸の回数を 1-10 まで繰り返し数える

ことを行う。この際、雑念や否定的な考えが頭に思い浮かんだり、その他の体験へと気が

それたりすることがある。気がそれたことに気づき、再び呼吸に注意を戻すことを繰り返

すことで、“今この瞬間に意識を向ける”という感覚を養うことができる。また、日常的に

行っている食事や歩行などの行為を普段よりもゆっくりと行い、その時に生じる自身の感

覚（例えば、食べ物の形や味、身体感覚、心の動きなど）に普段よりも意図的に意識を向

けることも良い練習となる。日々の生活の瞬間 瞬間を大切にすることが,健康な生活を送

るための一つのコツである。 
〇長谷川副学長（新潟県立看護大学）：「高齢者のうつと対応－看護の視点から－」 

今回は、高齢者のうつ状態に焦点を当て、その特徴と対応の方法を中心にお話ししたい。 
私たちには、高齢者には視力、聴力、身体機能の低下などが生じていることを理解し、

その状態に応じた会話方法や対応の工夫をすることが私たちに求められている。高齢者の

うつ症状の特徴として、意欲・集中力の低下、認知機能低下（物覚え、物忘れの訴え）、身

体的不調の訴え、他疾患・薬物起因性のうつ、脳血管性障害の患者（脳血管性うつ）、被害
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妄想、苛立ち・焦り、睡眠障害が挙げられる。「認知症」と見分けがつかなかったり併存す

ることもあり、その判別が重要である。高齢者のうつ病への誘因として、夫など重要な人

の死、健康上の悩み、心配事、役割の喪失・疎外感、介護負担などがある。高齢者のうつ

病は、女性に多く、手足のしびれ、便秘、動悸、発汗などの身体症状、妄想をもちやすい

（貧困妄想、罪業妄想）のが特徴である。高齢うつ病者への対応として、言ってはいけな

い言葉と会話時の注意、気をつける観察ポイントについて理解することが大切である。 
ご本人は自分のことを「わかってほしい」のである。ゆるりゆるす心で話を聴き、接して

みよう。 
参加者の状況 
(1)参加者 139 人  
(2)アンケート結果による評価  

①アンケートの回収 116 人 (83.5%) 
②講師の話の全体的な感想 

非常に良かった 39 人 (33.6%)     良かった        51 人 (44.0%) 
普通              11 人 (9.5%)    少し難しかった    5 人 (4.3%) 
難しかった        2 人 (1.7%)      無回答 8 人 (6.9%) 

③感想の一部 
・パネリストの先生方がそれぞれの専門分野からテーマに近づけて下さり、そのリレーを

感じた研修を聞くことができました。 
・子供が発達障害で、タイトルを見て参加させてもらいましたが、当事者だけでなく、こ

ういった障害と縁のない人にもお話をしていくというのはとてもありがたいです。 
・①発達障害…障害の意味を改めて考えさせられました。②子供の未来…丁寧に生きてい

るのかの問いに、心が動きました。③マインドフルネス…大変興味を持ちました。④高

齢者のうつ…大変興味をもってききました。 
・専門的な立場でのお話がきけてとても有り難かったです。どんなであいも大切に。人も

自分も一日一日、ゆっくり穏やかに生きていく事がいいのかなぁと思いました。  
・各先生方のお話もわかりやすく、これから仕事や家族に対する話し方が良くわかりまし

た。今の若者も子供の頃に発達障害やうつ病のため、事件が増加していると思います。 
 

 

― 14 ―



新潟県立看護大学看護研究交流センター 地域社会貢献部門活動報告 
 

 
地域社会貢献部門 

 
高林知佳子、川野英子、川島良子、天谷まり子、安達寛人、 

伊藤ひかる、久保野裕子、坂田智佳子、室亜衣、相澤達也、上田恵 
 
 
地域社会貢献部門では、地域住民の方々が気軽に大学に足を運び、健康について関心を寄せ、

学び合う場を目指す「看護大いきいきサロン」を平成 21 年度から開催している。  
 
Ⅰ 開催状況 
平成 30 年度は、5 月から 11 月にかけて計 6 回、いずれも平日の夕方に開催した。講師は、

上越地域にある運動施設の代表者、上越地域の訪問看護ステーション管理者、上越地域の病

院長や管理栄養士、当大学の教員とし、それぞれの専門テーマで講演の後、地域住民の方々

からの質問に答えてもらう時間を設けた。 
平成 30 年度の参加者は 806 人であり、平成 21 年度から開始して、いきいきサロンの参加

者は通算 6,393 人となった。  
 

表 1 開催日時およびテーマ・講師と参加人数 

回 日時 テーマ 講師 
参加

人数 

第1回 5/17（木） 
18:30～19:30 

予防可能な認知症は予防しよう 
～今からでも間に合う予防活動～ 

新潟県立看護大学  
老年看護学教授 
小野幸子先生 

183
人 

第2回 6/21（木） 
18:30～19:30 急がば回れの健康体操 リビネス代表  

堀川俊之先生 
139
人 

第3回 7/19（木） 
18:30～19:30 ｢訪問看護｣をご存知ですか 

訪問看護ステーションテン

ダー上越 管理者  
渡辺久枝先生 

88
人 

第4回 9/20（木） 
18:30～19:30 

低栄養を学ぼう 
～これから始める予防法～ 

けいなん総合病院併設 
はねうまの里 管理栄養士 
菅野さとみ先生  

124
人 

第5回 10/18（木） 
18:30～19:30 生活習慣病について 上越地域医療センター病院

院長 古賀昭夫先生 
122
人 

第6回 11/15（木） 
18:30～19:30 『ストレス』と上手に付き合うには 

新潟県立看護大学 
学生相談カウンセラー 
臨床心理士 多門敬子先生 

150 
人 
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Ⅱ 参加者のアンケート結果 
 
（1）参加者の年代 

70 歳代が 239 人(38%)と最も

多く、次いで 60 歳代が 202 人

(32%)、50 歳代が 98 人(16%)であ

った。 
 
 
 

 
 
（2）これまで参加した回数 

これまでに「10 回以上」参加 
した人が 210 人(33%)と最も 
多く、次いで「1～5 回」参加 
した人が 186 人(29%)、「初め 
て」が 117 人(18%)、「6～10 
回」参加した人が 112 人(18%) 
の順であった。 
 

 
 
 
（3）周知方法（複数回答） 
「リーフレット送付」によって

参加した人が 209人(28%)と最も

多く、次いで「市広報誌」172 人

(23%)、「新聞」113 人(15%)「チ

ラシ」110 人(15%)、の順であっ

た。 
 
 

 
 
 
 
 
 

（人） 

図 1 年代 

図 2 参加回数 

図 3 周知方法（複数回答） 
(人) 
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（4）参加理由（複数回答） 

参加理由では、「テーマに興味・関

心があったから」が 421 人（48%）と

最も多く、次いで「健康のため」が 180
人（21％）、「毎回参加しているから」

が 157 人(18%)、「講師の話を聞きたか

ったから」が 99 人(11%)であった。 
 
 
 
 

（5）講師の話についての感想 
全体では、「非常に良かった」と回答

した人は 259 人(41%)、「良かった」と

回答した人は 265 人(42%)であった。  
 
 
 
 
 

（6）今後、とりあげてほしいテーマ（複数回答） 
多かった項目は「肩こり、腰痛」と

「認知症」が 143 人(18%)と最も多く、

次いで「生活習慣病」129 人(16%)、「目

の病気」123 人(15%)、「アレルギー」

122 人(15%)、「ストレス」120 人(15%)
の順に多かった。 

その他の自由記載には、下肢静脈瘤、

歯、食事、頭痛、不整脈、看取り、目

まい、免疫等、多くのテーマがあげら

れていた。 
 
 

2．いきいきサロンの運営 
1）企画実行メンバー 

地域社会貢献部門のメンバー11 名（うち 1 名は育休）が主に企画と運営を行った。サロン

通信の作成、講師交渉と接待、参加者への配布物品（ファイル）や参加者用お茶等の準備、

当日運営等をそれぞれが役割分担して行った。 

（人） 

図 4 参加理由（複数回答） 

図 5 講師の話についての感想 

図 6 今後とりあげてほしいテーマ（複数回答） 

（人） 

(人) 
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ポスター・チラシの作成・発送、新聞広告への掲載依頼、講師資料の印刷、当日の受付等

については、看護研究交流センター事務局の事務職員から、当日の会場準備は大学の事務職

員から手伝ってもらった。 
当日の運営では、学生アルバイト 4 名から、会場準備や受付、お茶出しを行ってもらった。 
 

2）広報活動 
看護研究交流センターの案内、リーフレットの発送、看護大いきいきサロン通信の発行（2

回）の他、毎回実施前に、ポスター・チラシの作成と配布、大学ホームページでの情報公開、 
新潟日報おはよう通信、上越タイムス「くびきの創信」、上越よみうり、上越 ASA ニュース、

市広報誌への掲載を行った。 
 

3）講師謝礼 
学外からの講師には 1 回 1 万円および交通費を支払った。 
 

4）参加者への接待 
昨年と同様、参加者に対してお茶のサービスを行った。初回参加者には講義資料の保管用

として看護大いきいきサロンと大学のロゴマークがついたファイルを配布した。また開始前

にリラックスできるような音楽を流すことや、机にテーブルクロスをかけることで、サロン

の雰囲気を出すための工夫を行った。また、サロンの最後に他のセンター事業等のお知らせ

と参加の呼びかけを行い、他部門の事業の宣伝も努めた。 
 
3．平成 30 年度の評価と今後の課題 

30 年度の参加人数は、昨年度より 62 人上回る 806 人であった。このうち 10 回以上参加

している人は年々増加し（28 年度 121 人、29 年度 152 人、30 年度 210 人）、初めて参加し

た人は減少（28 年度 218 人、29 年度 128 人、30 年度 117 人）していた。このことから、受

講する人の固定化が進んでいると考えられる。 
一方、講師の話に対する満足度では、「非常に良かった」「良かった」の合計が 86.0%（H30

中期目標）に達しなかった回が 6 回中 4 回あり、そのうち 2 回は 70%台（70.1%、79.5%）

であった。これらの回のアンケートには、「わかりやすかった」の感想がある一方で、「字が

小さく（もしくは薄く）見えなかった」「もっと具体的な話を聞きたい」の意見がみられてい

た。今後はこれらの点もふまえながら、講師との打ち合わせを十分行っていく必要がある。 
また、30 年度いきいきサロンに参加した理由をみると、「テーマに興味・関心があったか

ら」が参加者の 5 割近くを占め、2 番目に多い「健康のため」と大きく差が生じていたこと

から、地域住民のニーズに合う内容としていくために、アンケートで希望の多かったテーマ

を参考にしながら内容を検討していく必要がある。 
学生アルバイトに受付やお茶出しを行ってもらったことで、参加者と看護学生が交流でき

るよい機会になっていたが、マイナンバー等の関係上、学生雇用手続きを行うことが容易で

なくなってきていることから、再来年度からは派遣業者の活用に切り替えることが可能であ

るかを検討していく必要がある。 
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資料 1－平成 30 年度いきいきサロン通信第 1 号 
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資料 2－平成 30 年度いきいきサロン通信第 2 号 
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看護職学習支援部門 
 

岡村典子、髙塚麻由、小池潤、小林綾子、大倉由貴、 
東條紀子、相澤達也、谷内田潤子、野澤祥子 

 
Ⅰ 本部門の事業目的 

新潟県内、特に上越地域の看護職の総合的な資質向上を目指し、様々な学習および研修の

機会を提供する。このことにより看護職の資質向上をはかり、県民のヘルスケアの充実を目

指す。加えて、卒業生の卒後教育も視野に入れた看護職の復職支援を行う。 
 

Ⅱ 平成 30 年度の事業の概要 
今年度は、看護職向け公開講座（専門公開講座＝どこでもカレッジ公開講座）を 11 回開講、

どこカレ通信の発行（4 回）、バーチャルカレッジの開講を継続して行った。本部門では、公

開講座、およびバーチャルカレッジの 2 つの活動を「どこでもカレッジプロジェクト」と通

称し、広報活動を行っている。以下に、事業の詳細を記す。 
 
１．専門公開講座（どこでもカレッジ公開講座） 

専門公開講座は 11 回開講した（表 1 専門公開講座開催実績参照）。看護職向けとしてい

るが、ほとんどの講座を、介護職を中心に多職種にも公開している。開講講座の選定は、昨

年度の参加者の方々から寄せられた希望する公開講座のテーマに関する意見を参考に行った。

現場応援トピックスとして、今年度は教育に関する講座を選定し、京都大学医学部附属病院

総合臨床教育・研修センター助教の内藤知佐子先生に「手塩にかける教育 －人材育成につな

ぐ OJT とリフレクションのコツ－」をテーマに講演をしていただいた。現場での指導の場面

を交えながらの講義はわかりやすく、参加者からは，「“新人の行動だけでなく、水面下にあ

る思考・感情・望みをくみとる”ということがとても参考になった」「自分を振り返ること，

見つめることができた」などの感想が寄せられた。 
その他、看護研究支援（5 題）、看護実践スキルアップ（5 題）の講座を開催した。看護研

究支援では、本学の小林綾子先生、新潟県立大学図書館主任司書の吉原貴子さんに「文献検

索の基本 ～看護研究の論文を探す･入手する～」をご担当いただいた。「文献検察について詳

しい説明を受け、研究が進められそうです」「“AND””OR”検索について理解できました。

便利な機能を体験しながら学ぶことができてよかったです」といった声が受講生から寄せら

れた。 
また、「看護研究のための統計処理（統計ソフト SPSS・エクセルの紹介」」では、本学の

橋本明浩先生から、統計処理の基礎について、実際に SPSS やエクセルを使用した演習を盛

り込んだ講義していただいた。参加者からは、「考え方や基本的なことがわかった」「根本的

な統計の基礎を教えていただき、振り返りができてよかった」といった声が聞かれた。 
看護実践スキルアップのうち、4 回目となる「TeamSTEPPS」（講師；近畿大学医学部附

属病院の辰巳陽一先生）は、参加者からの要望に応えて二日間の日程で開催した。演習では、

各種ゲームで楽しく競い合うとともに、ゲームに隠れている TeamSTEPPS の本質を考えな

がら学ぶ内容が盛り込まれるなど、充実した研修会となった。また、辰巳先生自身の取り組

み内容から、実際に各施設で TeamSTEPPS を導入する際のプロセスや継続するためのポイ

― 21 ―



看護研究交流センター 看護職学習支援部門活動報告 

ントについても教えていただいた。参加者からは、「抽象的な概念と具体的な内容を組み合わ

せていたのでわかりやすかった」「話が面白く、なるほどと思うことが多くて有意義な時間を

過ごせた」との感想が寄せられた。 
他には、例年要望の多いスキンケアについて、新潟県立中央病院皮膚・排泄ケア認定看護

師の林智子先生に来ていただき、「高齢者のスキンケア ～オムツ環境とスキンテアの対策～」

をテーマに、講義だけでなく演習もしていただいた。体位変換時の工夫や注意点だけでなく、

保湿剤や剥離剤、医療用テープの剥離方法などの体験が盛り込まれた。参加者からは、「実技

をふまえたわかりやすい内容だった。今回の学びを職場で活かしていきたい」「日常業務で活

用できる内容でよかった」「オムツのあて方（オムツの中の状態が）がよくわかった」「スキ

ンテアの処置がわかりやすかった」などの感想が聞かれた。 
また、例年同様に新潟県看護協会と連携し、「就職していない看護職（保健師、助産師、看

護師、准看護師）の再就職を支援」するための知識や技術を身につける講習会を実施した。

講師陣は、臨床現場で活躍されている看護部長の他、セーフティマネージャー、精神保健福

祉相談員、認知症看護認定看護師といった方々に来ていただき、大変有意義な講習会を開催

することが出来た。 
当部門では、今年度の振り返りとして、昨年度に比較して定員以上の参加希望があり定員

数を増やした講座があったこと、上越だけでなく中下越の施設からの参加も多くあったこと

が良かった点として挙げられた。今後の課題として、連休がある月は、参加者が参加しやす

い日程に調整していく必要性があること、看護研究支援の講座に参加した参加者の一部は、

地域課題研究につながっているケースもあったが、もう少し地域課題研究と繋がるよう内容

を検討していくことが挙げられた。また、参加者のニーズを把握する方法として、参加者か

らのアンケートだけでなく、近隣病院や施設の参加状況をみることで、講座へのニーズを知

る手掛かりになるとの意見もあったことから、次年度そうした傾向をみていくことも必要と

された。さらに、交流センターのリーフレットには年間予定のみで詳細な内容が記載されて

いないため、問い合わせを受けることがあったことを受け、今後リーフレットに QR コード

などをつけて交流センターの HP がみられるようにしてはどうかといった意見が出された。

今後の公開講座の開催日程については、降雪時期を除いた土曜日に開催してきたが、予定が

詰まっている現状もあることから、平日の夕方等の開催も検討していく必要性が意見として

あがっている。 
 

表 1 専門公開講座開催実績  

区分 講座名 開催日 
受講

者数 
金額 講師 

現
場
応
援
ト
ピ
ッ
ク
ス 

手塩にかける教育 －人材育

成につなぐ OJT とリフレク

ションのコツ－ 

 9 月 15 日（土） 
13:30～15:00 

42 無料 

京都大学医学部附属病

院 総合臨床教育・研修

センター 
助教 内藤知佐子先生 

看
護
研

究
支
援 

看護研究のテーマをみつけよ

う 

 5 月 19 日（土） 
13:00～16:00 

 
39 無料 石田和子（本学） 
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文献検索の基本 ～看護研究

の論文を探す・入手する～ 
 6 月 9 日（土） 

13:00～16:00 
11 1,000 円 

小林綾子（本学） 
新潟県立大学主任司書

吉原貴子先生 
さあはじめよう看護研究 
～研究計画書の書き方まで～ 

 6 月 23 日（土） 
13:00～16:00 

31 無料 石田和子（本学） 

看護研究のための統計処理 
（統計ソフト SPSS・エクセル

の紹介） 

 9 月 8 日（火） 
10:00～16:00 

10 2,000 円 橋本明浩（本学） 

わかりやすいプレゼンテーシ

ョンのやりかた 
 9 月 18 日（火） 

10:00～15:45 
4 2,000 円 永吉雅人（本学） 

看
護
実
践
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

現場で活かす看護倫理 
 7 月 28 日（土） 

13:30～15:00 
66 無料 

新潟県立がんセンター

新潟病院 
がん看護専門看護師 
柏木夕香先生 

患者の安全を高める 
TeamSTEPPS 
【基礎編】【充実編】 

 10 月 6 日（土） 
7 日（日） 

10:00～16:00 
50 4,000 円 

近畿大学医学部附属病

院 
教授 辰巳陽一先生 

感染対策の基本 
～適切な実践のために～ 

 10月 13日（土） 
13:30～15:30 

29 1,000 円 
厚生連糸魚川総合病院 
感染管理認定看護師 
廣田光恵先生 

高齢者のスキンケア 
～オムツ環境とスキンテアの

対策～ 

 10月 20日（土） 
13:00～15:00 

46 1,000 円 
新潟県立中央病院  
皮膚・排泄ケア認定看

護師 林智子先生 
呼吸のフィジカルアセスメン

ト 
 11月 24日（土） 

13:00～16:00 
44 1,000 円 

北里大学 
講師 飯田智恵先生 

 
２．どこカレ通信 

メイト＊に対する公開講座やバーチャルカレッジの周知を目的に、どこカレ通信をメイト向

けに発行している。内容は、終了した公開講座の紹介、開催される公開講座の案内を中心と

し、さらにメイト登録の案内等を掲載した（資料 1～4）。メイトへの発行媒体について、従

来どおり紙面とするか、あるいはメール配信とするか検討事項としてあげていたが今年度は

結論に至ってない。メイトのどこカレ通信活用状況等の調査を実施するなどにより最新のニ

ーズを把握しながら、引き続き利用者ニーズに応じた広報活動のあり方を検討することが課

題となる。実績については、別表（表 2 どこカレ通信発行実績一覧参照）にて詳細を示し

た。なお、どこカレ通信は、本学リポジトリ等に収録して広く公開している。 
＊メイト 
学びたい希望を持つ方々へ学習の機会を提供する「どこでもカレッジプロジェクト」

では、ともに学習する人々をメイトと呼び、別途申請書による登録を行い、どこカレ

通信をはじめ、公開講座、市民公開講座、大学院等の案内を送付した。 
本年度新規加入は 30 名、退会 4 名、3 月末現在メイト登録数は 200 名（1 月現在）と、
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昨年度より約 30 人増加した。 
表 2 どこカレ通信発行実績一覧 
 号名 発行日 送付部数 主な内容 

1 41 号 6 月 13 日 200 
終了した公開講座の紹介と今後のご案内、大学院説明

会、バーチャルカレッジの案内 

2 42 号 8 月 8 日 200 
終了した公開講座の紹介と今後のご案内、地域課題研

究・上越地域看護研究発表会案内、地域課題研究公募 

3 43 号 10 月 19 日 200 
終了した公開講座の紹介と今後のご案内、地域課題研

究公募、メイト募集とバーチャルカレッジの案内 

4 44 号 1 月 16 日 200 
終了した公開講座の紹介、今年度の振り返りと次年度

のお誘い 
 
３．バーチャルカレッジ 

今年度は、公開講座の講師より協力を得て 2 本の動画教材を作成した。1 本目は 7 月 28 日

（土）開催の「現場で活かす看護倫理」（講師：柏木夕香先生）、2 本目は 10 月 13 日（土）

開催の「感染対策の基本～適切な実践のために～」（講師：廣田光恵先生）である。専門業者

に撮影および編集を依頼することで、より鮮明な画像での教材に仕上がった。また、昨年度

に引き続き公開講座への誘いとして「看護研究交流センター長よりご挨拶」、担当講師による

公開講座の「予告編」の 2 本の動画を公開した。なお、設定したアンケートへの回答は得ら

れておらず、バーチャルカレッジ利用者からのフィードバックについては引き続き課題とな

る。 
平成 30 年度公開講座参加者（372 人）のアンケート結果（355 人）によると、今年度の公

開講座参加者のうちメイトは延べ 39 名であった。また、交流センターホームページ閲覧者

92 名のバーチャルカレッジ利用状況は、「よく利用している」はおらず、「たまに利用してい

る」25 人（27.2%）、「見たことはない」64 人（69.6%）であった。バーチャルカレッジとし

て、認知症や問題解決技法、最新看護情報等の掲載希望があり、公開講座「感染対策の基本」

は受講者の希望に応じて作成したものである。 
 
４．その他 
 1）メイト獲得に向けた取り組み 

公開講座開催毎、メイト募集について案内し周知を図った。また、今年度は、新潟県立中

央病院看護部の継続教育の内容と重なっているバーチャルカレッジのコンテンツ（“ケースス

タディ”“看護倫理”）があったことから、教育担当の看護副部長および看護師長へ働き掛け

た結果、メイト登録の手続きが 17 件あった。 
次年度は、引き続き利用者のニーズに応じた動画教材を作成し、バーチャルカレッジのコ

ンテンツの充足を図り、リカレント教育の機会提供とともにメイト登録者数の増加に貢献す

ることを課題とする。また、介護職の方からメイト会員の登録希望があったが、現状の会員

の対象でないためにお断りした事案があった。今後は、会員登録の対象者について、今後大

学規程集などの確認を含めた検討が必要である。 
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 2）広報活動 
看護研究交流センターご案内（リーフレット）の発送、ホームページやくびきの創信（上

越タイムス）への公開講座情報等の掲載、公開講座の対象に合わせた病院や施設へのチラシ

の送付、公開講座時にも今後の公開講座のチラシを配るなどして、積極的に情報を公開した。

また、公開講座の終了後アンケートには HP に関わる設問を設け、HP の存在を周知するな

どし、教員が実習などで訪れる際には各病院へチラシを持参し、直接参加を促す等の活動を

行った。 
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資料 1－どこカレ通信 41 号 
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地域課題研究開発部門 
 

飯吉令枝 石田和子 河原畑尚美 西田絵美 北村千章 安達寛人 
 

Ⅰ本部門の事業目的 
大学職員と地域の医療機関看護職員の共同研究である地域課題研究や、上越地域の看護研究

の発表の場である上越地域看護研究発表会の開催を担う。 
 

Ⅱ活動概要 
1．平成 30 年度看護研究発表会の開催 
上越地域の看護職の連携を図る目的で、新潟県立看護大学看護研究交流センターと新潟県上

越地域振興局健康福祉環境部の両主催で開催した。 
1）看護研究発表会の準備 
発表会開催にあたり、新潟県上越地域振興局健康福祉環境部が窓口となり上越地域の病院の

看護師 7 名を加えた実行委員会が編成され、発表会前に 2 回（5 月 14 日と 7 月 5 日）の委員

会が開催された。実行委員会では、会の企画と今後の進め方および当日の役割分担を検討し

た。演題の査読を新潟県立看護大学地域課題研究開発部門が担当した。 
 

2）平成 30 年度看護研究発表会（平成 30 年 9 月 29 日（土）10:00～12：00） 
テーマは「広げよう！！上越の看護」とし、新潟県立看護大学第 1 ホールで、すべてポスタ

ーセッション形式で実施した。演題は 10 施設から 11 題、参加者は 81 名であった。開会式

後、ポスターを見学する時間を設け、10:40 から 3 群同時進行で発表を行った。発表後は 12
時まで発表者がポスターの前で待機し、質問や意見を受ける時間を設けた。 
また当日は昼食用につくし公房によるパンの販売を行った。 
当日のプログラムは以下の通りであった。

示説 第 群 ： ～ ：
座長 大山奈緒美（新潟労災病院）

実践報告 ベッドサイドで患者の を瞬時に把握できる情報共有ツール導入の取り組
み ～ カードを作成して～ ○丸山雅子（上越地域医療センター病院）

研究 脆弱性骨折患者の骨粗鬆症治療における服薬状況に関する実態調査 ～骨粗
鬆症治療継続向上に向けた支援を目指して～ ○保科智美（新潟労災病院）

取組紹介 バスキュラーアクセスインターベーション治療の実施場所に関する検討
○藤田幸子（新潟労災病院）

取組紹介 病院における院内トリアージ導入に向けた取り組み
○村松卓弥（新潟県立中央病院）

示説 第 群 ： ～ ：
座長 岡村ひろみ（新潟県立中央病院）

実践報告 唾液腺マッサージを併用した口腔ケアによる口腔内環境の改善
○新保美来（知命堂病院）

研究 保湿ローションを使用したスキンケアの有用性
○矢澤和恵（上越総合病院）

取組紹介 食事ケア充実に向けた取り組み
○栗原晴子（新潟県立柿崎病院）

実践報告 人口呼吸器装着難病患者の災害時の病院避難と管内市の体制整備に向けた取
組 ○米山佳恵（上越地域振興局健康福祉環境部）
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示説 第 群 ： ～ ：

座長 高橋恵美（上越総合病院）
実践報告 重症心身障がい児 者 病棟における療養介護員業務に対する看護師・療養介護

員の意識の現状と課題 ○笹川夏美（さいがた医療センター）

その他 精神科急性期病棟における危険物とその管理に対する認識調査 ～看護スタッ
フへのアンケートを実施して～ ○植木和則（高田西城病院）

研究 長期入院から退院を拒む患者の社会復帰に向けての一考察
○池田和子（川室記念病院）

 
3）看護研究発表会のアンケート結果および実行委員会での反省・評価 
（1）アンケート結果 
アンケート回収数は 47 名で回収率 58.0%であった。 
初めて参加した人が 16 名（34.0%）で、発表会を何で知ったかでは「上司に勧められた」

「職場の回覧」が 19 名(40.4%)と最も多く、参加動機は「共同発表者になっているから」が

22 名(46.8%)と最も多かった。 
ポスターセッション形式での発表については「適切だった」が 41 名(87.2%)で、満足度は「満

足」「やや満足」が 46 名(97.8%)あった。感想・意見として、「すぐに実践したいと思う取り

組みもあり、とても参考になった」「勉強になった」「会場を分けたほうがいい」などがあげ

られた。また今年度初めて実施した示説については、「身近で質疑応答ができてよかった」「活

動の具体的な内容を提示でき、発表しやすかった」「（同じ会場で同時進行だったため）演者

の声が聞こえないことがあった」「立位で発表を聞くのは少しつらい」などの声があげられた。 
 

（2）実行委員会反省会 
発表会後に 1 回（10 月 11 日）の委員会が開催された。 
今年度は初めてのポスターセッションであったが、「質疑応答、意見交換がしやすいという

点ではよかったのではないか」等の意見が出され、次年度もポスターセッションで実施して

いくこととなった。その一方、「演者の声が位置によって聞き取りにくい。他の発表の拍手な

どが気になることがあり、ポスターの配置など工夫が必要」「タイムキーパーのベルの音が発

表中、気になる。不要ではないかと思う。」「時間配分については、改善が必要」等の意見が

出され、会場の設置方法や時間配分等、次年度に向けて検討が必要であると考えられた。 
なお平成 31 年度は 10 月 5 日（土）午前に開催することとなった。 
 

2．平成 29 年度地域課題研究発表会の開催 
昨年同様、上越地域看護研究発表会と同日に開催した。平成 29 年度の地域課題研究発表会

の演題は 6 題、参加者は 57 名であった。プログラムは以下の通りであった。 
（平成 30 年 9 月 29 日（土）14:10～15:45）

＜第 1 群＞ 座長 西田絵美（新潟県立看護大学） 
1.「NICU におけるきょうだい面会」が家族形成にもたらす影響に対する母親の認識 

新潟大学地域医療教育センター魚沼基幹病院  庄司なおみ（学内教員 高島葉子）  
2. Family Centered Care による母親の変化 

長岡赤十字病院 水澤香澄（学内教員 北村千章） 
3. 早産児を育てる母親の NICU 退院後の不安 

新潟県立中央病院 羽深朱美（学内教員 飯吉令枝・北村千章） 
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＜第 2 群＞ 座長 河原畑尚美（新潟県立看護大学） 
4. A 病院看護職における手洗いの実態調査 

上越地域医療センター病院 龍澤由佳（学内教員 内藤みほ） 
5. 施設に所属する看護職の社会人基礎力に関する研究

新潟県立中央病院 竹原則子（学内教員 岩永喜久子・岡村典子） 
6. 維持透析を行う患者が透析を受け入れるために影響した要因  

長岡赤十字病院 山井由香里（学内教員 小林綾子） 
 
1）地域課題研究のアンケート結果および部門内での反省・評価 
（1）アンケート結果 
アンケート回収数は 27 名で回収率 47.4%であった。 
初めて参加した人が 14 名（51.9%）で、参加動機は「演題・プログラムに興味があったか

ら」が 8 名と最も多く、次いで「共同研究者になっているから」が 7 名であった。ポスター

セッション形式について「適切だった」が 21 名（77.8%）、満足度は「満足」「やや満足」が

27 名(100%)あった。感想・意見として、「とても分かりやすく発表されていた」「とても勉強

になった」などの意見が出された。また課題として、「マイクがあったほうがいい」「抄録が

添付されているといい」などの意見が出された。 
 

（2）部門内での反省会 
「抄録が添付されているといい」との意見も参加者から出されていたが、他の学会で発表し

てもらうため、次年度も引き続き抄録を配布せず、ポスター形式で実施し、時間配分やポス

ターの配置について工夫していくこととなった。 
 

3． 平成 30 年度地域課題研究の申請状況 
7 件の地域課題研究の申請が採択された。そのうち 1 件辞退があり 6 件の研究が進行中で

ある。 
申請者 所属 学内教員 研究テーマ 

松矢春奈 新潟労災病院 小林綾子 シャント作成後から血液透析導入までの患者が外

来看護師にもとめること －血液透析導入後の患

者の語りを通して－ 
結城 真 長岡赤十字病院 髙栁智子 心臓リハビリテーション外来に通院困難な急性冠

症候群患者の退院後の生活状況 
小山洋恵 新潟県立中央病院 髙塚麻由 ケーススタディ研修における卒後 2 年目看護師の

学びと気づき 
髙橋未来 新潟医療生活協同組合

木戸病院 
石原千晶 整形外科病棟における術後せん妄対策の変化 －

術前せん妄アセスメントツールの活用を通して－ 
松枝杏奈 上越総合病院 中島通子 

西田絵美 
永吉雅人 

産後の母親の精神状態とその背景の実態調査 －

エジンバラ産後うつ病質問票を用いて－ 

細道奈穂子 一般社団法人 新潟市

医師会在宅医療推進室 
平澤則子 N 市の短期入所生活介護施設における長期利用者

の実態と看護援助の課題 
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4．平成 31 年度地域課題研究の応募 

作成した公募要領を新潟県内の保健・医療・福祉関係に郵送するとともに、新潟県立看護

大学看護研究交流センターホームページに掲載し、地域課題研究公募の広報活動を行った。 
公募期間中〔平成 30 年 10 月 1 日(月)～12 月 12 日(水）〕に応募が 0 件で、平成 30 年 12

月 3 日(月)～平成 31 年 1 月 18 日(金)まで再公募を行い、計 6 件の応募となった。 
 

Ⅲ 平成 30 年度の評価と今後の課題 
1）上越地域看護研究発表会、地域課題研究発表会について 

地域課題研究・上越地域看護研究発表会共に参加者が昨年と比較してかなり減少したため、

開催時期の見直しや各施設での参加の呼びかけが今後の課題である。できるだけ多くの人か

ら参加してもらえるよう開催時期を 10 月上旬とし、広報活動を引き続き行っていく必要があ

る。 
また、参加者の意見交換が活発に行えたポスターセッションの形式を次年度も継続するこ

ととする。さらに、課題となった会場やポスターの配置・時間配分の再検討や、休憩が取れ

るような場所の工夫を行って内容の充実を図る必要がある。 
 

2）平成 31 年度地域課題研究の応募について 
応募者が少なく、昨年度同様再公募を行うこととなったが、目標の 10 件の応募がなかった。

多くの施設から応募してもらえるよう、広報活動を工夫していく必要がある。また、ここ数

年 10 件の応募がない状況であり、地域課題研究のあり方についても検討していく必要がある

と考える。 
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特別研究部門

水口陽子、岩永喜久子、酒井禎子、藤田 尚、樺澤三奈子、水沢泰正（新潟県立看護大学）

山田洋子（新潟県福祉保健部 医師・看護職員確保対策課・副参事）

Ⅰ．今年度の研究の概要について

1．研究目的

近年、地方の活性化などを期待した UI ターンへの注目が高まっている。今年度の特別研究部

門では、「A 県内に UI ターンした看護職員の仕事と生活における支援ニーズ」をテーマとし、「県

外からＡ県に UIターンした看護職員の特徴とUIターンに関連した仕事と生活における支援

ニーズを明らかにする」ことを目的とした実態調査を行った。 

2．研究方法

2015 年 4 月～2018 年 9 月に県外から A 県内の病院に UI ターンし、現在も A 県内の病院に勤

務する看護職で本研究の協力に同意が得られた者を対象に、自記式質問票（多肢選択式および自

由回答）による質問紙調査を実施した。調査に先立って、新潟県立看護大学倫理委員会の審査・

承認を受けて実施した。

3．結果

質問票は計 176 部配布し、108 名より回答が得られ（回収率 61.4％）、108 名を分析対象とし

た。対象者は、平均年齢 33.1 歳（SD9.4）で、そのうち、出身地が A 県である U ターン者は 80
名（74.1％）であった。A 県に UI ターンした理由としては「親または家族がいるため」が最も多

く（51.9％）、UI ターンするにあたって心配したこととして、「降雪の程度など、自然環境」（60.2％）

や「ライフスタイルが変化すること」（58.3％）を挙げた者が多かった。UI ターン時に重視した

情報として、生活上では「生活環境の利便性」（58.3％）を挙げる者が多く、主な情報源となった

のは「本県在住の家族・親戚」（46.3％）であった。また、就職に関して重視した情報として最も

多かったのは「通勤時間や通勤手段」（58.3％）であり、主な情報源は「病院・施設が運営するホ

ームページ」（72.2％）であった。UI ターン時に必要だった支援に関しては、生活を始めるにあ

たっては「UI ターン支援セミナー・相談会」（38.0％）を、就職するにあたっては「病院見学会」

（54.6％）を指摘する者が多かった。現在の生活あるいは仕事に対する満足度として、「満足」「や

や満足」と回答した者は、それぞれ 79.7％、70.4％であり、21 名（19.4％）が今後も「ずっと働

きたい」と回答していた。

Ⅱ．今後の課題

UI ターンした看護職の 7 割以上が現在の生活に満足しているが、UI ターン時には降雪や生活

環境の変化への不安を抱えていたことが明らかになった。本調査結果をふまえて、県外から UI タ
ーンを考える看護職が、生活や就職に必要な情報・支援が得られる方策を行政とともに検討し、

今後の取り組みに活かしていくことが課題である。
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看護研究交流センター 事務局活動報告 

出 前 講 座 
 

出前講座は、平成 26 年度より地域貢献活動の一環として始めた事業である。 
 
Ⅰ 目的 

・本学教員が地域に出向くことで大学を身近に感じてもらう 
・本学教員の研究成果等を地域へ還元する 
・地域住民への生涯学習の機会を提供する 

 
Ⅱ 平成 30 年度 出前講座テーマ一覧  

No テーマ 分野/ 
職名/講師名 

1 
いざというときに役立つ“子どものホームケア” 小児看護学 

准教授 
大久保明子 

[概要] 乳幼児に起こりやすい発熱、けいれん、嘔吐、下痢などの家庭での対処
方法や病院の上手なかかり方についてお話しします。

2 

子どもの危険！“事故予防と応急手当” 
小児看護学 
准教授 
大久保明子 

[概要] 乳幼児に起こりやすい事故やけがの予防対策と、すり傷、やけど、鼻
血、頭を打った、誤嚥など、日常生活で起こりやすい事故やけがの応急
手当についてお話しします。 

3 

自分のからだ・健康・いのちについて考えてみよう！ 
小児看護学 
准教授 
大久保明子 

[概要] 聴診器を使った看護体験、乳児人形を使ったおむつ交換の体験、がん
の予防、喫煙や飲酒の害、小児がんの子どもの体験などから、健康やい
のちについて考える授業です。 

4 

看護職に必要な「ケアリング」の基礎知識 
母性看護学

准教授 
西田 絵美 

[概要] 看護の本質である「ケアリング」を理解するための講義です。ケアリン
グの基礎理論について学習した後、看護実践に則したケアリングのあ
り方について議論します。改めて看護について考える機会になればと
思います。 

5 
看護職・介護職のための緩和ケア講座 成人看護学 

准教授 
酒井禎子 

[概要] 「緩和ケア」の基本的な考え方と、がんによる痛みなどの身体的苦痛
やこころの辛さを和らげるためのケアについてお話します。 

6 

災害時のトイレ、大丈夫ですか？ 
成人看護学 
准教授 
山田正実 

[概要] 心身の健康を確保する上で、安心できるトイレ環境の確保は不可欠で
す。災害時の避難所生活を想定したトイレ対応について、講義とワー
クショップで一緒に学びます。 

7 
禁煙したい人と禁煙を応援したい人に役立つ情報と知恵 成人看護学 

准教授 
山田正実 

[概要] たばこの正体を知って、禁煙の難しさや禁煙のメリットを改めて確認
し合います。禁煙のコツ、禁煙を応援する方法についての講義です。 

8 

家族の健康を考える 
地域看護学 
准教授 
川野英子 

[概要] 家族が不健康な状態に陥る要因や、不健康な状態から健康な状態に戻
る過程を紹介します。また、家族が健康を取りもどすための看護学の
方法にも触れます。※学校、看護職･介護職では、希望があれば理論を
交えます。 
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 テーマ 分野/ 
職名/講師名 

9 

働き盛りの方々へ 少し生活を見直してみませんか？（食事編） 
成人看護学 
講師 
小林綾子 

[概要] 働き盛りの世代（30～50 代くらい）からの積み重ねが、脳血管疾患や
糖尿病を引き起こします。減塩、適正カロリーに控える工夫など、実践
可能な方法についてお伝えします。 

10 

認知症のこと 知りたい【知りたい入門編】 
老年看護学 
准教授 
原等子 

[概要] 認知症の原因、予防、認知症の人と家族の思い、地域づくりに向けた基
本的考え方など。認知症への対応を考えるために必要な基礎知識につ
いて参加される方の状況によって内容をアレンジします。 

11 

認知症のこと 知りたい【もっと知りたい中級編】 
老年看護学 
准教授 
原等子 

[概要] 認知症の症状が出る病気と症状の特徴、対応法の考え方などについて
少し詳しく説明します。参加される方のご希望により内容をアレンジ
します。 

12 

認知症のこと 知りたい【さらに知りたい実践編】 
老年看護学 
准教授 
原等子 

[概要] 認知症の症状の理解と対応の方法、家族の介護負担軽減の方法、地域
で支えるヒント(つどい、カフェ、みまもりなど)をご紹介します。参加
される方のご希望により内容をアレンジします。 

13 
訪問看護師の 1 日 地域看護学 

准教授 
川野英子 

[概要] 主に、療養生活を自宅で送っている人への看護の内容を紹介します。
どのような時に訪問看護サービスを使えるのかがわかる内容です。 
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Ⅲ 平成 30 年度 出前講座実績 （開催順）  
実施件数 件 合計 人 

 開催日 テーマ 講師名 依頼主 参加人数 

1 5/21 
(月) 

認知症のこと知りたい 
【知りたい入門編】 原等子 南本 2「みんなの茶の間」 33 人 

2 6/8 
(金) 

いざというときに役立つ 
“子どものホームケア” 大久保明子 上越市立中央公民館 23 人 

3 7/1 
(日) 

認知症のこと知りたい 
【知りたい入門編】 原等子 上越市老人クラブ連合会仲

五長寿会 28 人 

4 7/4 
(水) 

子どもの危険！ 
“事故予防と応急手当” 大久保明子 真行寺幼稚園 17 人 

5 7/7 
(土) 

自分のからだ・いのち・健康について考

えてみよう！ 大久保明子 上越市立浦川原中学校 53 人 

6 7/10 
(火) 

働き盛りの方々へ 少し生活を見直し

てみませんか？(食事編) 小林綾子 JA えちご上越助けあい組

織「ほほえみの会」 22 人 

7 8/6 
(月) 

認知症のこと知りたい 
【知りたい入門編】 原等子 御殿山老人会 37 人 

8 8/7 
(火) 家族の健康を考える 川野英子 北本町 1 丁目老人クラブ

（ときわ会） 22 人 

9 8/22 
(水) 

認知症のこと知りたい 
【知りたい入門編】 原等子 子安、とよばいきいきサロ

ン 35 人 

10 8/22 
(水) 

認知症のこと知りたい 
【知りたい入門編】 原等子 妙高市教育委員会 

生涯学習課 13 人 

11 8/22 
(水) 看護職・介護職のための緩和ケア講座 酒井禎子 特別養護老人ホーム 

さくら聖母の園 40 人 

12 8/23 
(木) 家族の健康を考える 川野英子 国府 2 丁目町内会 31 人 

13 8/24 
(金) 

働き盛りの方々へ 少し生活を見直し

てみませんか？(食事編) 小林綾子 くびきのイキイキカレッジ 12 人 

14 8/29 
(水) 

認知症のこと知りたい 
【知りたい入門編】 原等子 医療法人知命堂病院看護部 57 人 

15 8/29 
(水) 家族の健康を考える 川野英子 くびきのイキイキカレッジ 12 人 

16 9/3 
(月) 

看護職に必要な「ケアリング」の基礎知

識 西田絵美 新潟県立中央病院 33 人 

17 9/6 
(木) 

子どもの危険！ 
“事故予防と応急手当” 大久保明子 妙高市立よつばこども園 70 人 

18 9/26 
(水) 

認知症のこと知りたい 
【もっと知りたい中級編】 原等子 医療法人知命堂病院看護部 46 人 
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 開催日 テーマ 講師名 依頼主 参加人数 

19 9/26 
(水) 災害時のトイレ、大丈夫ですか？ 山田正実 妙高市農協婦人部「ふきの

とう」 10 人 

20 9/28 
(金) 

災害時にいのちと健康を守るために知

っておきたいこと 山田正実 新潟県砂利砕石協会 
上越支部 21 人 

21 10/1 
(月) 

いざというときに役立つ 
“子どものホームケア” 大久保明子 真行寺幼稚園 20 人 

22 10/11 
(木) 

認知症のこと知りたい 
【もっと知りたい中級編】 原等子 妙高市教育委員会 

生涯学習課 20 人 

23 10/20 
(土) 家族の健康を考える 川野英子 

株式会社澤井商事 
「澤井商事協力会社労働災

害互助会」 
57 人 

24 10/31 
(水) 

働き盛りの方々へ 少し生活を見直し

てみませんか？(食事編) 小林綾子 糸魚川地区老人クラブ連合

会 80 人 

25 11/8 
(木) 訪問看護師の 1 日 川野英子 上越市立柿崎地区公民館 22 人 

26 11/9 
(金) 

いざというときに役立つ 
“子どものホームケア” 大久保明子 社会福祉法人上越妙高福祉

会下門前保育園 13 人 

27 11/11 
(日) 災害時のトイレ、大丈夫ですか？ 山田正実 西ヶ窪浜町内会 80 人 

28 11/14 
(水) 家族の健康を考える 川野英子 妙高市農協婦人部「ふきの

とう」 9 人 

29 11/26 
(月) 

認知症のこと知りたい 
【知りたい入門編】 原等子 糸魚川市役所 健康増進課 17 人 

30 12/14 
(金) 

自分のからだ・いのち・健康について考

えてみよう！ 大久保明子 上越市立吉川中学校 33 人 

31 12/21 
(金) 

認知症のこと知りたい 
【知りたい入門編】 原等子 上越社会福祉協議会 

板倉支所 14 人 

32 1/25 
(金) 

認知症のこと知りたい 
【もっと知りたい中級編】 原等子 上越社会福祉協議会 

板倉支所 24 人 

33 2/15 
(金) 

子どもの危険！ 
“事故予防と応急手当” 大久保明子 上越市教育委員会 

名立区分室 9 人 

34 2/17 
(日) 

認知症のこと知りたい 
【もっと知りたい中級編】 原等子 糸魚川市役所 健康増進課 50 人 

35 2/18 
(月) 

認知症のこと知りたい 
【さらに知りたい実践編】 原等子 第 3 地区民生委員児童委員

協議会 22 人 

36 2/22 
(金) 

いざというときに役立つ 
“子どものホームケア” 大久保明子 上越市教育委員会事務局 55 人 

37 3/8 
(金) 

働き盛りの方々へ 少し生活を見直し

てみませんか？(食事編) 小林綾子 妙高市立総合支援学校 10 人 
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資料_1 平成 30 年度 出前講座アンケート結果 (依頼主回答より要約) 
実施件数：37 件(依頼件数：38 件) 参加者数：1,154 人 

テーマ／講師名 1.講座の内容について 
① 
いざというときに役立つ 
“子どものホームケア”  
小児看護学 准教授 大久保明子 

・家庭での基本的な対処の仕方をわかりやすく話していただきよかったで

す。また、肌育肌ケアについて家庭で行っている保護者の方には再確認

ができ、初めて聞く方にはとても参考になり良かったです。 

② 
子どもの危険！“事故予防と応急手当”  
小児看護学 准教授 大久保明子 

・身近に起きるケガや病気の時の応急手当ての仕方について、これまで良

いと思ってしていた方法と異なる場合もあり、正しい処置の方法を知る

ことができて参考になりました。 
・幼稚園の職員間でも内容を確認させていただき、今後の保育に役立てて

いきたいと思います。 

③ 
自分のからだ・健康・いのちについて 
考えてみよう！  
小児看護学 准教授 大久保明子 

・聴診器で心音を聴いたり、脈拍を計ったりすることを通して、自他の命を

実感的に捉えることができました。 
・自分が看護師になりたくて、どんなふうに勉強したり、どういう仕事をす

るのか知れてよかった。＜生徒感想＞ 
・普段聞くことのできない看護やいのちのお話を聞けて良かったです。子供

たちも進路を考え始める時期なので、看護などに興味を持てたのではな

いかと思います。ふだん命について子供と話し、考えることが少ないので

すごく貴重な時間になりました。＜保護者感想＞ 

④ 
看護職に必要な「ケアリング」の 
基礎知識 
母性看護学 助産学 准教授 西田絵美 

・卒後 5～6 年目のスタッフが「自己の看護を振り返る」研修導入として

有効でした。看護師は患者にとってどのような存在なのか考える機会と

なりました。 
今後の看護実践の場面で相手（患者や家族）と向き合うことの根底を教

えていただき、講義後のグループワークでは、「看護の仕事を通し自己の

成長を実感している」等の意見もあり、私も嬉しく感じました。 

⑤ 
看護職・介護職のための緩和ケア講座 
成人看護学 准教授 酒井禎子 

・看取り看護を必要とする利用者の方への介護の接し方又家族の方への接

し方が非常に勉強になった。 
・自分の家族や自分自身の今後の在り方などを考える良い機会になった。 

状態変化のポイントが分かりやすく、今後に活かせると思った。 

⑥ 
災害時のトイレ、大丈夫ですか？ 
成人看護学 准教授 山田正実 

・災害の多い近年、なかなか準備のひとつとして考えることがなく、目から

うろこの感を覚えました。身の安全と食料の準備と同様に大切であるこ

とを実感しました。具体的例を見せていただけたことも大変良かったで

す。 
⑦ 
禁煙したい人と禁煙を応援したい人に 
役立つ情報と知恵 
成人看護学 准教授 山田正実 

 

⑧ 
家族の健康を考える 
地域看護学 准教授 川野英子 

・昨今あふれる健康情報の見極め方についてもお話ししていただけ、大変勉

強になりました。 
・今までは「健康」という言葉をイメージすると、家族構成する個人の「体

の健康」をイメージしていました。今回の講座を拝聴し家族という集合体

としての健全性（健康）も家族個々の健康に深く関わっていることを改め

て認識させられ、「家族の健康」の見方がかわりました。 

⑨ 
働き盛りの方々へ 少し生活を 
見直してみませんか?(食事編) 
成人看護学 講師 小林綾子 

・塩分濃度測定の体験を取り入れた講座は、参加者から「良かった」「楽し

かった」等の感想をいただき、大変好評でした。 
・今後の生活や食事作りにも役立てることができる内容で、身近に感じるこ

とができました。 

⑩ 
認知症のこと 知りたい 
【知りたい入門編】 
老年看護学 准教授 原等子 

・認知症の種類とその特徴を教えてくださり、その予防法については、生活

習慣を改善するためのタンパク質の種類を「まごはやさしいよ」とユーモ

アに溢れた表現をされ、先生が一座の人たちの中に入っていく姿勢・態

度・人柄が今回の出前講座の大きな魅力だったと思います。 
・認知症の本人のみならず、家族も苦労している実態が理解できた。認知症

はかまわないでおくと進行する病であることも理解できた。一番ために

なったのは、予防法を理解できたことだ。 
・認知症になっての恐れが少しなくなり安堵感をもてた。 
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テーマ／講師名 1.講座の内容について 

⑪ 
認知症のこと 知りたい 
【もっと知りたい中級編】 
老年看護学 准教授 原等子 

・認知症治療法で、非薬物療法にはいろいろなことがあり、周囲の対応、環

境調整を行えば多くの症状が抑えられることがわかった。しかし、家族の

苦労はとても大きい。 
・「認知症は病人を２人つくる。」この言葉に驚いた。本人と家族の関係に大 
きな課題が出てくる。せつないね。 

⑫ 
認知症のこと 知りたい 
【さらに知りたい実践編】 
老年看護学 准教授 原等子 

 

⑬ 
訪問看護師の 1 日 
地域看護学 准教授 川野英子 

・以前夫が訪問看護を受けていましたので、現在のことを聞けて良かった。 
話が丁寧で聞きやすく、参考になった。 
・介護用品や病気によって装着するものなどの見本を見せていただき、より

具体的で勉強になった。 

災害時にいのちと健康を守るために知

っておきたいこと 
成人看護学 准教授 山田正実 

最近、風水害・地震等の自然災害の爪痕をみると、他人ごとでないと思い、

災害に対しての知識を得ることができ非常に意義ある内容でした。 
健康状態と予防、感染予防、口腔内のケアー、唾液腺マッサージなどたくさ

ん知ることができました。 
結びに「みんなで協力し合うこと」の大切さを痛感いたしました。 
2 年前の講演のタイトルをお願いいたしましたが、快くお引き受けください

まして誠にありがとうございました。 
 
2．出前講座についてのご意見・ご感想など、お気づきの点をご自由にお書きください。 
・ボランティア活動の多い昨今、この出前講座は日頃できない話が聞けたり、実のある体験学習がで 

きます。ありがたいことです。 
・とても良い講座でした。ありがとうございました。 

また、親子活動などで計画できたらと考えています。 
さらに、親子で話をしたり、考えたり、活動できるとより良いものになると感じました。 

・学問的、理論的見地からお話いただけるので、参加者は深い学びができます。 
座学中心の講義にならざるをえないと思いますが、作業や演習を取り入れていただくとよいかと思
います。 
旅費のみで来てくださるので、本当にありがたいです。 

・講師の実体験を含めた講義内容（指導）であり、受講生にとって理解しやすい授業であった。 
・講師の方と打ち合わせ時などの連絡がメールでのやりとりだったが、とても行いやすかったので良
かった。 
講師の方の話し方がとても上手く、聞きやすかった。 
講座の資料はとても見やすく分かりやすかった。 

・安心して講演を依頼し打合せを行うことが出来ました。また、事務局の方々、先生の対応と気配りに
感謝いたしております。ありがとうございました。 
今度で 6 度目になりました。出前講座に多種、多様野テーマがあり、今後も利用させていただきた
いと思います。・連続講座として位置づけ学びを深めることができ、受講生にも学習をした満足感が
できた。 
高齢者の受講生が多く、今後の生活に注意することができる。 

・身近なテーマを実際に現場で携わっている方が講師とあり、具体的でわかりやすい話が聞けるため
大変良いと思いました。これからも広くたくさんの方々から知ってもらうため、利用させていただ
きます。ありがとうございました。 

・ずっと話してばかりではなく、飽きてきたころ実技も入れて、さすが大学で教えている人だと感心
いたしました。 

・医療の専門的な面からの話をわかりやすく講義していただき、ありがとうございました。保護者か
らも、とても良かったという声が聞かれました。 

・出前講座では、講師料の負担がないことが、小規模校のためとても助かります。また、講座を通して、
健康教育の機会ととらえ、生涯に渡り、自己健康管理できる生徒の育成を目指しています。 
今後は、がん教育を行っていく上で、外部講師として、がん患者を支える周りのかかわり方、がん患
者の理解と共生等についても講座を設けていただけるとありがたいです。 

・毎回お世話になっております。身近な地域の大学の先生のお話ということで好評です。ぜひ地域の
情報なども提供いただけると、より関心を持ってもらえるのではないかと思います。 
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第 4 回 茶 話 会

卒業生への支援活動として、昨年度に引き続き、平成 30年度に第 4回茶話会を開催した。

この会は、卒業生同士の近況報告や各職場の情報交換、本学教員と自由に語り合う場とし、

体験を共有することで、モチベーションを高め今後の看護活動に生かすことを目指し企画し

た。桜蓮祭と同日の 11月 4日（日）14時から 1時間程度で行い、卒後 1年目の卒業生 12名

の方が集まった。県内に勤務の卒業生だけでなく、県外からの参加もあった。テーブルを囲

み、お茶を飲みながら、就職して大変だったこと、頑張っていることなどついて、自由に語

り合った。「同期の人や先生方と会えて良かった」、「皆が悩みながらも頑張っているという話

を聞いて、自分も頑張ろうと思った」、「皆が様々な場所で頑張っていることを知り、とても

刺激になった」など、参加して良かったとの意見が多かった。さらに、卒業生から在学生へ

「今は大変なこともあると思うが、一日一日を大切にして楽しんでください」「悔いの残らな

いように過ごしてください。応援しています」などのあたたかいメッセージがあり、メッセ

ージカードを在学生が閲覧できる場所に掲示した。
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資料_茶話会アンケート結果 
 

第 4 回 茶話会アンケート 
H30.11.4(日)開催 

参加者 卒業生 12 名 (卒後 1 年 10 名、卒後 2 年 0 名、その他 2 名) 
  (事前申し込み 5 名、当日欠席 1 名、当日参加 5 名、同窓会 2 名) 

教員 5 名 
回収数 9 枚 
 
 参加して  

 参加して良かった…8 名 
久しぶりに会う子もいて、話が聞けて良かった。 

 つまらなかった…1 名 
 

 開催時期  
 桜蓮祭と同日が良い…7 名 5 月頃が良い…2 名 

 
 茶話会の方法 

 自由な席で良かった…9 名 席は決められていた方が良かった…0 名 
 テーマがあり話しやすかった…2 名 テーマはなくても良い…5 名  

無回答…2 名  
 
 茶話会の継続（後輩のため）について 

 是非継続してほしい…0 名 できれば継続してほしい…4 名 
どちらでも良い…5 名 

 
 卒業後、大学に期待することがありましたらご記入ください。 

 卒後 1 年生、2 年生の交流会 
 個人的研究の支援 
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会合に対する助成等 
 
卒業生への支援活動の一環として、平成 28 年度に「卒業生の小規模な会合に対する助成等

に関するガイドライン」を作成し、平成 29 年度 4 月から実施している。 
このことについては、本センターホームページ内に平成 29 年 3 月に開設された「卒業生支

援ポータル」において公開している。 
Ⅰ 事業目的 

本学の学部を卒業した者(以下、卒業生という)が、自主的に複数人参集し、本学の施設内に

おいて、本学教員及び卒業生で情報交換や懇親を深めることを目的とした小規模な会合を対

象に、その会合の準備及び運営に対して支援を行う。但し、本学の後援会または同窓会によ

る事業は含まない。また、短大卒業生は対象外とする。 
Ⅱ 支援の主な内容 
1. 会場等の提供 
本学の施設・設備を、大学運営に支障のない範囲で、無償で利用できる。 

2. 経費の助成等 
 1) 当日配付する資料等の印刷：本学の複写機を利用して印刷するものに限る。 
 2) 茶菓代：当日提供するものに限り、1 人あたり 750 円または 1 会合あたり 20,000 円まで 

のどちらか少額を上限とする。なお、購入する茶菓は、本センターを通じて業者に発注 
し、業者から本センターへ直接請求が行われ、本センターが支払うことができる場合に 
限る。 

3. 教員との連絡調整 
必要に応じてセンター職員が関係教員との連絡、調整を仲介する。 

Ⅲ 実績 
目的・開催概要 開催日時 参加者 助成額 

病院就職説明会に参加した元老年看護学

ゼミ生、卒業生を囲み、現況を報告し合

い、大学での出来事を思い出しつつ、明日

への看護の活力にしてもらう 

平成 31 年 
2 月 9 日(土) 

15：30～ 

卒 業 生 7 名 
本学教員 3 名 

4,863 円 

 合 計 
卒 業 生 7 名 
本学教員 3 名 

4,863 円 
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看護研究交流センター 地域課題研究助成報告 

平成 30 年度地域課題研究助成の報告 

１．研究課題 
慢性腎臓病保存期療養生活での患者の学び

血液透析導入後の患者の語りを通して

２．研究代表者及び所属 
松矢春奈 新潟労災病院 

３．研究メンバー 
松矢春奈１） 佐藤祐子１） 金井司１） 高橋久美子１） 小林綾子２） 

 

1）新潟労災病院 2）新潟県立看護大学 

４．学内責任者 
新潟県立看護大学 小林綾子 

５．研究費執行額 
 旅費 報償費 役務費 需用費 合計 
執行額(円) 28,280 0 46,055 25,665 100,000 

 
６．研究の概要 

慢性腎臓病患者は、保存期を経て透析導入を迎えていくが、この保存期に必要な情報や知識を

得て学ぶことは、血液透析導入後の生活にスムーズに移行するために必要である。本研究は、慢

病腎臓病患者が保存期療養生活中に学んだことと、保存期に得ておきたかった知識・情報につい

て明らかにすることを目的に行った。対象は、同意が得られた透析析導入後３か月経過した患者

6 名であった。研究方法は、質的記述的研究で、半構成的面接により得られたデータを逐語録に

し、コード化、カテゴリー化した。所属施設の倫理審査委員会の審査を得たうえで行った。 
結果、慢性腎臓病患者が保存期療養生活中に学んだことは【末期腎不全の症状】【腎臓病の食事

療法】【食事療法を日常生活に取り込む方法】【薬の副作用と服薬方法】【血液シャントを使った透

析治療とその効果】【シャントの知識】【透析室の様子や過ごし方】【患者会があること】であった。

また、保存期に得ておきたかった知識・情報は、【末期腎不全の病態と症状に合わせた過ごし方】

【シャント造設術を経験していく過程で必要となったシャントの知識】【患者により異なる透析治

療後の影響】【社会保障制度の利用】であった。 
慢性腎臓病患者は保存期療養生活中に、病気や治療、食事に関する様々な知識・情報を得てお

り、透析療法が近づき準備が始まってくるとさらに具体的な知識・情報を必要としていることが

示唆された。 
 
７ 今後の学会発表の予定 

・有（新潟県看護協会看護学会） 
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平成 30 年度地域課題研究助成の報告 
 

１．研究課題名 
心臓リハビリテーション外来に通院していない急性冠症候群患者の退院後の生活状況と 
その要因 

 
２．研究代表者及び所属 

長岡赤十字病院 結城真 
 
３．研究メンバー 

結城真 1) 丸山和真 1) 八木美穂 1) 下村結花里 1) 高柳智子 2) 
1) 長岡赤十字病院 2) 新潟県立看護大学 

 
４．学内責任者 

新潟県立看護大学 高柳智子 
 
５．研究経費執行額 

 旅費 報償費 役務費 需用費 合計 
執行額(円) 21,870 0 49,526 0 71,396 

 
６．研究の概要 

本研究は、心リハプログラムが入院中のみに留まった急性冠症候群患者の退院後の生活状況

とその要因を明らかにすることを目的とした。 
緊急経皮的冠動脈形成術を受け、退院後に心リハ外来へ通院していない患者 5 名を対象に、

術後 6～8 ヶ月のフォローアップカテーテル入院時に半構造的インタビューを実施し、質的に

分析した。 
生活状況カテゴリーは、【退院後も継続出来ている事】、【退院後に出来るようになった事】、

【退院後に出来なくなった事】、【退院後も出来ない事】の 4 つに集約され、それらへの影響要

因として、『人的環境』、『物的環境』、『生活環境』、『外発的経験』、『内発的経験』、『健康行動

継続への葛藤』が抽出された。患者が退院後もセルフケアの継続や行動変容（減塩、運動の継

続、セルフモニタリングの継続など）が出来ている影響要因には、医師をはじめ理学療法士や

管理栄養士からの専門的な介入の効果が目立ち、多職種介入で行う心リハプログラムの有効性

を再確認出来た。一方で、退院してから、セルフケアに困難を実感した患者もおり、生活指導

内容の再考と患者を継続フォローできる体制の必要性が示唆された。 
 
７．今後の学会発表の予定 

・有 (2019 年度 日本心臓リハビリテーション学会 第 4 回関東甲信越支部地方会)  
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平成 30 年度地域課題研究助成の報告 

１．研究課題 
ケーススタディ研修における卒後 2 年目看護師の学びと気づき 

２．研究代表者及び所属 
小山洋恵 新潟県立中央病院 

３．研究メンバー 
小山洋恵１） 田中寛美１） 廣田沙綾香１） 岡田美幸１） 数見典代１） 小林綾子２） 

髙塚麻由２） 

1）新潟県立中央病院 2）新潟県立看護大学 

４．学内責任者 
新潟県立看護大学 髙塚麻由 

５．研究費執行額 
 旅費 報償費 役務費 需用費 合計 
執行額(円) 0 0 13,568 86,307 99,875 

 
６．研究の概要 

本研究は、卒後 2 年目看護師が新人看護職研修で取り組むケーススタディ研修において、

どのような学びや気づきを得ているのかを明らかにすることを目的とした調査研究である。

研究の実施に際しては、新潟県立中央病院倫理審査委員会にて倫理審査を受け承認を得た（承

認番号：１８１３）。研究方法は、A 病院において卒後２年目研修を受講した卒後３年目看護

師 13 人に研究協力を依頼、このうち研究への協力の得られた 3 人に半構造化面接を行った。

面接は 1 人につき概ね 30 分程度で実施し、IC レコーダーで録音した音声データを逐語録と

してデータを作成した。データ分析は、メンバー間で逐語録を繰り返し熟読後、看護師の学

びや気づきを分析単位としながら内容分析の手法を用いて分析しカテゴリー化した。その結

果、学びや気づきとして 6 カテゴリーを抽出した。ケースレポートをきっかけに【自己の学

習課題を明確にする】から学びは始まり、ケースへの看護実践をとおし【一歩踏み込んで患

者のニーズをとらえる】【患者の全体像をとらえる難しさ】を実感するとともに、【知識や経

験の不足をチームで補う】【個々にあわせた看護過程の重要性を実感する】学びを得ていた。

また、看護実践を文章化し振り返ることは【自己の看護を客観的にとらえる】こととなり、

ケーススタディ研修は学びと気づきを得る学習機会となっていた。今後は、今回見出した結

果に基づき考察を深め結論を導き出す予定である。 

７．今後の学会発表の予定 
・有（第 50 回日本看護学会～看護管理（平成 31 年 10 月 23～24 日開催） ） 
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平成 30 年度地域課題研究助成の報告 
 

１．研究課題名 
整形外科病棟における術前せん妄アセスメントツールの活用 

 
２．研究代表者及び所属 

髙橋未来 新潟医療生活協同組合 木戸病院 
 
３．研究メンバー 

髙橋未来１） 千葉美弥１） 岩村江里奈１） 石原千晶２） 
１）新潟医療生活協同組合 木戸病院 ２）新潟県立看護大学 

 
４．学内責任者 

新潟県立看護大学 石原千晶 
 
５．研究経費執行額 

 旅費 報償費 役務費 需用費 合計 
執行額（円） 40,000 0 680 39,058 79,738 

 
６．研究の概要 

本研究は、高齢の整形外科手術患者に対し、作成したアセスメントツールを用いて術前から

せん妄発症リスクをアセスメントし、せん妄対策が実施できることを目的として取り組んだ。

せん妄対策アセスメントツールの作成は、Lipowski の分類によるせん妄の準備因子、直接因

子、誘発因子を基に、日本で開発された、せん妄スクリーニングツール（DST）と先行研究結

果から導き出された、せん妄発症要因を参考に作成した。その後、研究対象者である看護師

15 名に次の①～④の手順を踏んで調査した。①アセスメントツール導入前の事前アンケート

の実施、②術後せん妄の学習会開催、③高齢の整形外科手術患者に対し、入院日から術後 3 日

目まで作成した、せん妄アセスメントツール「術後せん妄発症リスク因子表」を使った調査の

実施、④アセスメントツール導入後の事後アンケートの実施。 
事前アンケート結果から看護師のせん妄に関する認識は低く、「よく知っている」はおらず

「ある程度知っている」が半数以下であった。しかし、せん妄学習会後の認識は上がり、90％
以上がせん妄の発症要因が把握できるようになった。術後せん妄発症リスク因子表の使用はチ

ェック漏れがあるなど継続困難な部分もみられたが、使用患者 16 名中、5 名にせん妄予防対

策がとられた。事後アンケートから「術前よりせん妄対策をとっていくことが必要だと思っ

た」などの意見もあり、術後せん妄発症リスク因子表の使用は効果的だったと考える。 
 
７．今後の学会発表予定 

・有（日本看護研究学会）
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平成30年度地域課題研究助成の報告

１．研究課題名

産後の母親の精神状態とその背景の実態調査～エジンバラ産後うつ病質問票を用いて～

２．研究代表者及び所属

松枝杏奈 上越総合病院

３．研究メンバー

松枝杏奈１） 中村久美子１） 相羽綾子１） 横尾由美子１） 渡邊史佳１） 廣瀬洋美１） 丸田直美１）

中島通子２） 西田絵美２） 永吉雅人２）

1）上越総合病院 2）新潟県立看護大学

４．学内責任者

新潟県立看護大学 中島通子

５．研究経費執行額

旅費 報償費 役務費 需用費 合計

執行額（円） 0 0 12,300 82,354 94,654 

６．研究の概要

本研究は産後5日目、産後2週間目、1ヵ月健診時の褥婦にエジンバラ産後うつ病質問票 以下

EPDS を実施して産後の精神状態とその背景を把握し、A病棟でのEPDSの導入及び支援方法の

検討を目的とした。調査方法は郵送法及び留め置き法による自記式質問紙調査である。分析方法は

EPDS 得点及び基礎情報の統計処理と t 検定 p<0.05)を用いた。倫理的配慮は益・不利益の有無、

情報は研究以外に使用しない、学会誌及び学会等に発表する際は個人特定できないよう、符号化し

連結不可能な処理をすることを説明し同意を得た。また、病院の倫理委員会の承認を得た。結果、

対象者は産後5日目127名 有効回答率96.9％ 、産後2週間目101名(79.5％)、1ヵ月健診時125

名 98.4％)となった。全体のEPDSの平均点は産後5日目5.54点、産後2週間目5.49点、1ヵ月

健診時 3.89 点と産後 5 日目が最も高かった。産後うつ病のハイリスク群である EPDS9 点以上の

褥婦の割合は産後5日目23.6％、産後2週間目26.7％、1ヵ月健診時16.8％と産後2週間目が最

も多かった。EPDS得点と関連する背景因子として産後 5日目は分娩回数(p=0.0004)、経済的不安

(p=0.0075)、栄養方法(p=0.0062)、妊娠時の気持ち(p=0.0329)であった。産後2週間目は分娩回数

(p=0.0043)、経済的不安(p=0.0162)、精神科受診歴(p=0.0447)であった。産後1ヵ月時は分娩回数

(p=0.0059)、経済的不安(p=0.0164)であった。今後は妊娠初期からのEPDS導入とそれを活用した

継続支援、地域との情報共有・連携、適切な支援体制構築が課題となった。

７．今後の学会発表の予定

日本母性衛生学会
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平成 30 年度地域課題研究助成の報告

１ 研究課題名 
短期入所施設の看護師が長期利用者のケアにおいて認識する課題 

２. 研究代表者及び所属 
細道奈穂子 

３. 研究メンバー 
細道奈穂子 1） 

1）一般社団法人新潟市医師会 
４. 学内責任者 

新潟県立看護大学 平澤則子 
５. 研究経費執行額 

 
 
 

６. 研究の概要 
A 市における短期入所長期利用の実態と、それに関連して短期入所固有の状況

のあるなか、看護職が課題として認識していることを明らかにすることを目的と

した。 
短期入所 162 施設の看護職に対し、2018 年 10～12 月の 3 ヶ月間に 31 日間以

上連続して利用した人の状況、健康管理、連携、施設入所者への看護と比較して

課題と感じていることについて、無記名自記式質問紙調査を行い、単純集計なら

びに記述回答についてはカテゴリー化した。 
施設からの回答数は 46（回答率 28.4％）。31 日間以上連続利用した人がいる施

設は 36 ヶ所、利用者は 387 人だった。 
詳細が記載されていた 254 人は要介護 3 が最も多く、要支援も含まれていた。

利用理由は、「入所待機」が最も多く、「2 年以上の継続利用」が 2 割あった。病

院～直行での利用が 4 割弱。「褥瘡の処置」など医療的ケアの必要な人は 2 割弱

であった。 
「ADL 低下予防」「低栄養予防」「転倒予防」「オムツ外し」「スキンケア・褥瘡

管理」「口腔ケア」の全項目において、“積極的に取り組んでいる”という回答は

少なかった。主治医やケアマネと直接やりとりができない状況もある。サービス

担当者会議への参加も 2 割であった。 
自由記述から、[ご家族の協力が必須][主治医から直接指示をもらえない影響] 

[方向性が不明瞭][本人の精神的な落ち込み]など 10 個のカテゴリーに分けられた。 
短期入所を担当する看護職は、早期治療への遅れや機能低下を危惧していた。 

７. 今後の学会発表の予定 
・有（地域看護学会） 

 旅費 報償費 役務費 需用費 合計 
執行額(円) 37,460 0 28,445 8,820 74,725 
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